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1. はじめに 

1-1 計画策定の背景と目的 

平成 19 年 10 月 1 日に「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律※１」が施行され、地域

公共交通の活性化・再生に関して、市町村を中心とした地域関係者が連携して取り組むための

制度が確立された。さらに、持続可能な地域公共交通網の形成に資するよう地域公共交通の活

性化及び再生のための取り組みを推進することも追加された法律の改正案※２が平成 26 年 5 月

に成立し、平成 26 年 11 月より施行された。その結果、地方公共団体が先頭に立って、関係者

の合意の下に、持続可能な地域公共交通網を形成する取り組みを支援する制度が強化された。 

小山町（以下、｢本町｣）では、平成 23 年度にとりまとめた「小山町地域公共交通調査事業報

告書」における課題、見直しの方針を踏まえて、平成 26 年 5 月に「小山町地域公共交通総合連

携計画」（以下、｢金太郎公共交通計画｣）を策定し、公共交通の総合的な取り組みを実施してき

た。 

さらに、本町では、平成 27 年 3 月に「都市計画マスタープラン」、小山町観光振興条例に基

づく「観光振興計画」、平成 27 年 10 月に「まち・ひと・しごと創生 地方版総合戦略」、平成

28 年 3 月には「第４次 小山町総合計画後期基本計画」を策定しており、企業誘致、観光交流

振興を重点施策とした新たなまちづくりの方策が整うこととなった。2020 年を目途に新たな道

路網整備が進み、合わせて企業誘致･観光振興を重点施策として進めるためには、5～10 年後を

見据えた公共交通ネットワークを検討する必要が生じている。路線バスのつながりが強い御殿

場市においても、公共交通網形成計画の策定が進められており、広域的な公共交通ネットワー

クについても連携･整合を図る必要がある。 

また、総合戦略策定のためのアンケートにおいて、公共交通利便性向上を求める意見の割合

が一番多く、「金太郎公共交通計画」において重点活動地区としている小山地区において、実施

している実証運行等の取り組みから、人口推計に応じ、他の拠点地域（3拠点）における詳細

な移動需要・課題を改めて調査が求められている。さらには、小学校、中学校の遠距離通学地

域、高校通学において、通学利便性の向上が求められており、個別に対応している、路線バス、

スクールバス、コミュニティバスの利用状況や利用意向を把握し、対応方策の検討が必要とな

っている。 

平成 26 年に策定した金太郎公共交通計画は、計画目標を平成 35 年度としていたが、上記の

ように法律の改正や関連するまちづくり計画が策定されたことにより、コミュニティバスのみ

ならず、鉄道や路線バス、タクシー等の様々な公共交通機関を含めたまちづくりを支える公共

交通の計画として、地域の公共交通の目標の達成に向けた具体的な施策として連携・活性化事

業を主な内容として金太郎公共交通計画を活かして引継ぐ、「小山町地域公共交通網形成計画

（改訂版 金太郎公共交通計画）」（以下、「本計画」）を定め、住民の身近な交通として地域公

共交通を将来にわたって維持・確保する。 

 

 

 

 

※１「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」 

近年における急速な少子高齢化、自動車社会の進展により地域公共交通の維持に困難を生じていること等の社会経済情勢の変化に対応

し、地域住民の自立した日常生活及び社会生活の確保、活力ある都市活動の実現、観光その他の地域間交流の促進並びに交通に係る環境へ

の負荷の低減を図る観点から、市町村を中心とした地域関係者の取り組みを総合的、一体的に推進するための法律 

※２「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部改正案」 

平成 25 年末に成立した交通政策基本法の基本理念にのっとり、持続可能な地域公共交通網の形成に資するよう地域公共交通の活性化及

び再生のための取り組みを推進する旨を目的に追加する。 
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表 1-1 計画の策定経緯 

計画期間 計画の策定経緯 関連 

平成 26 年度 
 法改正 

都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ 

平成 27 年度  
まち･ひと･しごと創生総合戦略 
総合計画(後期計画) 

平成 28 年度   

平成 29 年度   

平成 30 年度   

平成 31 年度  総合計画目標年次 

平成 32 年度            

平成 33 年度               

平成 34 年度   

平成 35 年度   

 

1-2 計画策定の内容 

「小山町地域公共交通網形成計画：改訂版 金太郎 公共交通計画」は、「本町」における望ま

しい公共交通体系の構築をめざし、平成 26 年 11 月 20 日に改正が施行された「地域公共交通の

活性化及び再生に関する法律」に基づいて策定する。計画では、関係機関との調整を図りなが

ら、以下の内容を作成する。 

①持続可能な地域公共交通網の形成に資する地域公共交通の活性化及び再生の推進に関する

基本的な方針 

②計画の区域 

③計画の目標 

④③の目標を達成するために行う事業・実施主体 

⑤計画の達成状況の評価に関する事項 

⑥計画期間 

⑦その他計画の実施に関し地方公共団体が必要と認める事項 

 

1-3 計画策定の進め方 

計画策定にあたっては、地域・住民、交通事業者、行政（国・県・町）により構成される「小

山町地域公共交通会議」での協議を踏まえ、地域公共交通に関する基本理念、基本方針、目標

を定め、目標を達成するための具体的な事業について検討する。 

 

1-4 計画の位置づけ 

本計画は、まちづくりの方針である「第 4次 小山町総合計画後期基本計画」及び「小山町都

市計画マスタープラン」に基づき、将来の人口確保やまちづくりを担う公共交通の充実を実現

するものである。あわせて、関連する「小山町高齢者保健福祉計画及び第５期介護保険事業計

画」「小山町観光振興計画」等に示された福祉や観光のまちづくりにも寄与する。

目標 

金太郎公共交通計画（地域公共交通連携計画）

評価 改定 

改訂版 金太郎公共交通計画（地域公共交通網形成計画）

目標 策定/改定
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【まちづくりの方針】 

小山町高齢者保健福祉計画及び第６期介護保険事業計画 

すべての高齢者が、住み慣れた地域でいつまでも健やかに、安心
して暮らせるよう、介護や保健福祉、生活支援などの各施策の内容
と、サービスの提供量、提供体制等を具体的に計画したもの 

“ゆったり すこやか まごころあふれる郷づくり” 

第 4 次 小山町総合計画（2011～2020） 

町政運営の基本となるものであり、各分野にわたる施策の方向性を明らかにしたもの

“富士をのぞむ 活気あふれる 交流のまち おやま” 

小山町都市計画マスタープラン 改定計画（2015～2035） 

都市計画法の規定に基づき定めるもので、長期的視野に立った都市の将来像を明確に
するとともに、その実現に向けた道筋を明らかにしたもの 

【公共交通の方針】 

 

第 4 次 小山町総合計画 後期基本計画（2016～2019） 

小山町地域公共交通網形成計画 
本町の持続可能な公共交通体系の実現

に関する方針・具体的施策を示す計画 

小山町地域公共交通総合連携計画

（金太郎公共交通計画） 

小山町観光振興計画 

町民が将来にわたって希望と誇りをもち、来訪者とも満足感を共
有しあえる町づくりに取り組んでいくため、今後の観光振興の基本
的な取り組みをとりまとめたもの 

 “小山町へおいで！世界から ”観光交流 500 万人プログラム 

小山町人口ビジョン（2015～2060）及びまち・ひと・しごと創生総合戦略（2015～2019） 

「小山人口ビジョン」により人口の将来展望行うともに、人口目標を達成するために
取り組むべき施策を「総合戦略」として取りまとめたもの 

【地域のまちづくりの方針】 

 
足柄地域金太郎計画 2020 北郷地域金太郎計画 2020 須走地域金太郎計画 2020

成美地域金太郎計画 2020 明倫地域金太郎計画 2020
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2. 地域の現状 

2-1 小山町の概要 

(1) 地勢 

本町は静岡県の北東端に位置し、神奈川県、山梨県に接する県境の町である。町の北西端は、

富士山頂まで達し、富士山を頂点とした富士外輪の三国山系と北東の丹沢山地、東南の箱根外

輪山・足柄山嶺に囲まれた東西に長い地勢である。町内の 高標高は富士山頂の 3,776m である

が、市街地や農地はおよそ 300～800m の緩傾斜地帯に広がる。町内には、富士・箱根山麓を源

とする鮎沢川が、馬伏川、須川、野沢川と合流して東部に流れ、酒匂川となって相模湾にそそ

いでいる。 

本町は、町の成り立ちから、小山地区・足柄地区・北郷地区・須走地区に大きく 4つの地区

に区分される。さらに、小山地区は、成美地区と明倫地区に細分される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 各地区の区域 

 

(2) 土地利用 

本町の土地利用は、山林と防衛施設を中心とした公共用地が大部分を占めている。町域の 5％

ほどを占める宅地の割合はほとんど増減していない。 

土地利用の分布は、小山地区の県道沼津小山線沿いのほか、御殿場市に隣接する北郷地区南

側及び須走地区、足柄地区の JR 足柄駅周辺に都市的土地利用が広がっており、その外延に山間

部が広がっている。都市的土地利用と山間部との間にはゴルフ場が点在している。 



 
改訂版 金太郎 公共交通計画 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 土地利用状況（小山町の統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 土地利用（平成 23 年度都市計画基礎調査） 
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(3) 人口 

本町の総人口は、平成 22 年 10 月 1 日現在で 20,629 人であり、昭和 60 年以降、減少傾向が

続き、20 年間で約 3,000 人（約 13%）減少している。第 4次小山町総合計画後期基本計画（2011

～2019）では、平成 31 年の目標年度に目標人口を 19,300 人としている。なお、平成 27 年 10

月の国勢調査における速報値(平成 28 年 2 月時点)では、19,516 人となっている。 

年齢別人口では、15 歳未満の年少人口は減少傾向であるのに対し、65 歳以上の老年人口は昭

和 60 年の 10.3%から平成 22 年には 22.4%へ増加している。また、平成 28 年には、28.4%と推計

されており、約 3人に 1人が高齢者となることが予想されている。 

さらに、町内には、関東圏からのアクセス性と富士山の麓の自然環境を活かして、多くの別

荘地や企業の研修所・保養所が立地しており、定年後に定住をする人が増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 人口の推移（国勢調査（年齢不詳含む）、人口ビジョンより） 

 

地区別における人口は、北郷地区と須走地区ではほぼ横ばい、足柄地区で微増傾向にあるが、

小山地区（成美・明倫）での人口減少が著しく、小山町全体としても減少傾向になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 地区別人口の推移（国勢調査（年齢不詳含む）） 
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また、地区別における 65 歳以上人口の推移をみると、小山（成美・明倫）地区で高齢化率が

も高く、少子高齢化の進展傾向も強い。須走地区は、平成 25 年で高齢化率が 13.2%で静岡県

や本町全体の半分程度で若い世代が多い地区になっている。これは、地区内に自衛隊の宿舎及

び官舎があり、多くの自衛官が住んでいることによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小山町：各年 4 月 1 日（住民基本台帳） 静岡県：前年 10 月 1 日現在（静岡県年齢別人口推計） 

図 2-6 地区別及び小山町・静岡県の年齢階級別人口割合 

14.7%

15.3%

12.6%

15.7%

15.4%

19.5%

14.0%

13.9%

11.7%

14.4%

13.2%

18.1%

13.5%

13.2%

10.4%

13.3%

13.2%

17.4%

66.5%

65.3%

61.6%

65.0%

64.0%

72.7%

64.1%

63.9%

60.0%

63.9%

63.0%

71.2%

61.5%

62.3%

58.8%

61.9%

61.0%

69.4%

18.8%

19.4%

25.8%

19.3%

20.6%

7.9%

21.9%

22.1%

28.3%

21.7%

23.8%

10.7%

25.0%

24.5%

30.8%

24.8%

25.8%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

静岡県

小山町

平成15年小山地区

足柄地区

北郷地区

須走地区

静岡県

小山町

平成20年小山地区

足柄地区

北郷地区

須走地区

静岡県

小山町

平成25年小山地区

足柄地区

北郷地区

須走地区

年少(0‐14歳) 生産年齢(15‐64歳) 老年(65歳‐)



 
 

 

8 

 

 

(4) 通勤・通学流動 

町内の企業や学校に通勤・通学する人（15 歳以上）は、御殿場市から（通勤 3,838 人、通学

357 人）が も多くなっている。一方、町民の通勤・通学先も御殿場市が も多く、（通勤 3,005

人、通学 309）となっている。御殿場市との流動は、通勤では町内で就業する人の半分程度で

あり、通学は、町内で通学する人よりも多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 通勤・通学流動状況（国勢調査：H22） 
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改訂版 金太郎 公共交通計画 
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2-2 社会状況・経済状況 

(1) 自動車保有状況 

町全体の自動車保有台数は、乗用車は微減傾向にあるが、軽自動車が増加しており、乗用利

用は微増となっている。全体としては横ばいである。人口が減少傾向にあるなか、保有台数に

は変化が無いため、一人当たりの自動車保有傾向は高まっている。 

運転免許の保有者数は、女性よりも男性の保有者数が多い。しかし、男性の保有者数は減少

傾向にあるが、女性の保有者数は増加しており、全体としては微減の傾向にあるが、人口の減

少割合に対して保有者の減少幅は少なく、運転免許保有率は年々高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 自動車保有状況（小山町の統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 運転免許保有状況（小山町の統計） 
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